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以下の記載は、表題の診療ガイドラインから漢方製剤に関する記述を抽出したものです。診療にお

いて漢方製剤を使用される場合には、必ず、ガイドライン全体をお読みになり、その位置づけを正し

く理解された上で行ってください。 

ガイドラインのバージョンは最新のもののみを掲載しています。改定がなされていないガイドライン

は、そのまま掲載しています。このガイドラインとその中の漢方の記載を、診療の参考にすべきか

どうかの判断は、使用者の責任で行ってください。 
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Minds掲載 無 

 

■1黄連湯、半夏瀉心湯、茵チン蒿湯、十全大補湯、補中益

気湯 

疾患: 

口腔扁平苔癬 

有効性に関する記載ないしその要約: 

治療の中の全身療法の項に、下記の記載がある。 

『漢方薬: 漢方薬を口腔疾患に用いる場合は、あまり器質的変化のない口腔不定愁訴など

に有効なことが多いとされている。診断では聞診、問診、望診などや陰陽、虚実、寒熱、表

裏、その他の証を判断して漢方薬を選択するのが原則である。 

口腔扁平苔癬に対し使用する場合も、効能効果に口内炎の表示が含まれている黄連湯、半

夏瀉心湯、茵チン蒿湯や、免疫能を調整し体力低下を改善する十全大補湯、補中益気湯な

どを患者の証に応じて選択する。』 

備考: 

治療アルゴリズムの中に、全身療法として「漢方薬」の記載がある。 

 


